
近
代
の
漢
学
者
・

長
尾
雨
山
(-
八
六
四
ー一

九
四
二）
は、

足

か
け
十
二
年
に
わ
た
る
上
海
滞
在
中、

多
く
の
中
国
文
人
と
交
流
し

た。
と
り
わ
け
中
国
最
後
の
文
人
と
称
せ
ら
れ
る
呉
昌
碩
(-
八
四

四
ー一

九
二
七）
と
の
交
誼
は
親
密
で、

雨
山
に
大
き
な
影
轡
を
与

え
た。筆

者
は、

拙
稿
「
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山」
（
二
0
0
七
初
出
／
拙

著
「
呉
昌
碩
研
究」
・

ニ
0
0
九
・

研
文
出
版
所
収）
で、

呉
昌
碩

と
雨
山
の
本
格
的
交
友
開
始
の
時
期
を
考
証
し、

二
人
が
や
り
と
り

し
た
詩
文
書
画
資
料
を
当
時
に
お
い
て
可
能
な
限
り

紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り、

二
人
の
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た。

本
稿
で
は、

新
た
に
発
掘
し
た
資
料、

お
よ
び
前
稿
で
そ
の
存
在

の
み
を
紹
介
し
た
詩
文
等
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り、

雨
山
が
呉
昌

碩
と
交
流
し
た
こ
と
で
得
た
意
義
を
考
察
し
た
い。
こ
の
こ
と
に
よ

は
じ
め
に

長
尾
雨
山
と
呉
昌
碩

り、

近
代
日
中
文
化
人
交
流
に
お
け
る
重
要
な一
断
面
に
照
明
を
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う。

一、

長
尾
雨
山
の
略
歴

長
尾
雨
山
は、

通
称
を
槙
太
郎 、

名
を
甲 、

字
を
子
生
と
い
い、

雨
山 、

石
隠 、

元
悶
と
号
し
た。
そ
の
居
を
何
遠
楼 、

卿
聖
堂 、

漠

塘
斎
と
い
う。

讃
岐
高
松
の
人。

東
京
大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
後、

(1)
 

学
習
院
教
師、

東
京
美
術
学
校
講
師、

第
五
高
等
学
校
教
授、

東
京

高
等
師
範
学
校
教
授
な
ど
を
歴
任、

い
わ
ゆ
る
教
科
書
疑
獄
事
件
に

(

2
)
 

ま
き
こ
ま
れ、

無
実
の
罪
で
東
京
高
師
を
辞
職 、

上
海
の
商
務
印
書

館
に
勤
務
し、

呉
昌
碩
ら
と
交
わ
り、

河
井
茎
鷹
と
共
に
西
冷
印
社

同
人
に
も
な
っ
た。
上
海
在
住
足
か
け
十
二
年
で
帰
国
し、

京
都
に

寄
寓 、

平
安
書
道
会
副
会
長
な
ど
を
つ
と
め、

在
野
の
学
究
と
し
て

尊
敬
を
集
め
た。

松

村

茂

樹

(40) 



長
尾
雨
山
は、
一
九
0
三
年
十
二
月、
上
海
に
移
住
し、

愛
而
近

（
エ
ル
ジ
ン）
路
（
現
；
安
慶
路）
二
号
に
住
む。
こ
の
当
時、

呉

昌
碩
は
蘇
州
に
住
ん
で
お
り、

上
海
に
は
公
務
お
よ
び
売
画
の
た
め、

時
お
り
出
て
来
る
だ
け
で
あ
っ
た。

雨
山
は、

商
務
印
書
館
で
教
科
書
編
纂
の
仕
事
に
携
わ
り
つ
つ、

上
海
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
た。
一
九
0
五
年
に
は、

会
稽
の
金
石

（
生
卒
年
未
詳）
と
知
り

合
い、

そ
の
縁
で
同
年
の
中
秋
（
旧
暦
八

月）
に
陽
湖
の
劉
柄
照
(-
八
四
七
ー一

九一
七）
と
交
誼
を
結
ん

(3)
 

で、

共
に
詩
会
を
開
く
よ
う
に
な
る。

劉
柄
照
『
復
丁
老
人
詩
記』
(-
九
0
八
・

私
刊
本
•

関
西
大
学

図
書
館
内
藤
文
庫
蔵）
に、
一
九
0
五
年
の
詩
と
し
て、

東
海
詩
人
接
席
初、

双
清
別
壁
集
箸
裾 。
聯
吟
三
過
聴
芝
館 、

読
画
重
尋
亦
愛
鷹 ゜

〔
日
本
の
詩
人
と
席
を
接
す
る
の
は
初
め
て
で、

双
清
別
壁
に
は

貴
人
が
集
う。
聯
旬
す
る
こ
と
三
た
び
の
聴
芝
館
（
注
淵
若） 、

画
を
読
ん
で
重
ね
て
考
究
す
る
亦
愛
直
（
朱
念
陶） 。〕

が
見
え、
こ
れ
に、

日
本
詩
人
長
尾
語
（
雨）
山、

首
創
詩
社
子
徐
氏
双
清
別
壁 ゜

継
之
者
聴
芝
館
主
人
注
淵
若。
亦
愛
直
主
人
朱
念
陶 、

敲
詩
読
画 、

二 、
呉
昌
碩
と
の
出
会
い

為
海
上
別
開
生
面。

〔
日
本
詩
人
の
長
尾
語
（
雨
の
誤
り）
山
は、
は
じ
め
て
詩
社
を

徐
氏
双
清
別
堅
（
徐
園）
に
創
設
し
た。
こ
れ
を
継
い
だ
の
が
聴

芝
館
主
人
注
淵
若
（
洵）
で
あ
る。
亦
愛
鷹
主
人
朱
念
陶
（
銀）

は、

詩
を
考
え
画
を
読
ん
で、

上
海
に
新
生
面
を
開
い
た。〕

と
い
う
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
る。

こ
の
詩
会
は、

劉
柄
照
と
同
郷
の
注
洵
(-
八
四
六
ー一

九一

五）
に
よ
る
聴
芝
詩
社 、
劉
姻
照
門
下
の
朱
銀
(-
八
六
八
ー
？）

に
よ
る
亦
愛
鷹
読
画
雅
集、
そ
し
て
雨
山
に
よ
る
徐
園
集
か
ら
な
り、

(4)
 

こ
れ
ら
が
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
た。

こ
れ
ら
の
詩
会
は、
単
に
詩
を
作
る
の
み
な
ら
ず、
書
画
を
よ
く

す
る
狂
洵
や
朱
銀
が
主
要
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り、
い
わ

ば
文
墨
の
雅
会
と
な
っ
て
い
た。
ま
た、
注
洵
は、

光
緒
中
葉
か
ら

上
海
に
設
け
ら
れ
て
い
た
海
上
題
襟
館
金
石
書
画
会
の
会
長
を
つ
と

め
て
お
り、
そ
の
副
会
長
で
あ
っ
た
呉
昌
碩
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る

の
も
必
然
で
あ
っ
た。

劉
柄
照
が
自
ら
の
知
己
を
詠
じ
た
詩
を
集
め、
一
九
0
五
年
に
刊

行
し
た
「
感
知
集」
（
涛
硲
劉
氏
付
刊
•

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文

庫
蔵）
に
は、
呉
昌
碩
を
詠
じ
た
「
安
吉
呉
倉
碩
大
令
俊
卿」
詩
も

見
え
る。苦

鉄
善
慕
印、
鈍
刀
鍋
頑
石。
画
学
陳
章
侯 、

詩
宗
李
太
白。

(41) 



i

咸

知

集

沿ふ
ぇt
靖
ん

＂

ふなん
：晟
位
固

闘

感

井 共o
闘

集

氏 已
村 良
11 月

一
官
謁
淋
南 、
三
載
笑
言
隔゚

〔
苦
鉄
（
呉
昌
碩
の
別
号）
は
築
刻
を
よ
く
し、
鈍
刀
で
頑
石
に

刻
す。
画
は
陳
章
侯
（
洪
綬）
を
学
び、
詩
は
李
太
白
（
白）
を

宗
と
す
る。
一
官
を
得
て
泡
南
（
上
海
北
部）
に
旅
居
し、
三
年

笑
顔
と
言
葉
を
抑
制
し
て
い
る。〕

築
刻
を
よ
く
し、
詩
画
に
す
ぐ
れ
な
が
ら、

不
本
意
な
役
人
生
活

を
し
て
い
る
呉
昌
碩
を
簡
潔
に
描
い
て
い
る。
ま
た、
『
感
知
集』

の
封
面
は、
呉
昌
碩
の
次
女
・

呉
丹
姐
（
次
柵）
の
手
に
な
り、
こ

の
詩
集
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
0
五
年
ま
で
に、
劉
姻
照
と
呉
昌
碩
は

親
交
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
そ
し
て、
前
述
の
よ
う
に、

雨
山
は
同
年
の
中
秋
に
劉
姻
照
と
交
誼
を
結
ん
で
お
り、
「
感
知
集」

の
題
答
を
書
き、
題
詞
も
寄
せ
て
い
る。
よ
っ
て、
こ
の
頃
に
は、

（
図
1)

劉
柄
照
『
感
知
集』
（
光
緒
三
十一
年

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵）

（一
九
0
五）
刊
／

劉
柄
照
を
通
し
て、
呉
昌
碩
と
知
り

合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

劉
柄
照
の
詩
集
で
あ
る
「
無
長
物
斎
詩
存」
(-
九
0
八
・

私
刊

本
•

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵）
に、

一
九
0
五
年
の
仲
冬

（
旧
暦
十
一
月）
既
望
に
作
ら
れ
た
「
仲
冬
既
望、

亦
愛
鷹
読
画
雅
集、

即
席
賦
贈
念
陶 、
並
索
同
坐
雨
山、
淵
若、
石
香 、

雙
伯、
小
蓮 、

拘
卿
諸
子
和」
詩
（
四
首）
が
見
え
る。
そ
の
第
一
首
を
引
い
て
お

く
（〈

〉
は
割
注、
以
下
同） 。

読
画
招
新
侶 、

駆
車
向
澗
阿 。
七
賢
良
宴
会、

二
客
病
頭
陀

〈
呉
倉
碩 、

陸
廉
夫
因
病
未
与
斯
会、

両
君
年
諭
六
十、
均
未
留

鑽 、

故
云〉 。
邸
堅
胸
中
具、

煙
雲
眼
底
過。
憐
予
衰
更
甚 、
対

酒
不
成
歌 。

〔
画
を
読
む
の
に
新
し
い
仲
間
を
招
い
て
お
り、
車
を
駆
っ
て
高

士
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
向
か
う。
七
賢
は
宴
会
を
楽
し
み、
二
客

は
托
鉢
に
病
む
〈
呉
倉
碩
（
昌
碩） 、

陸
廉
夫
は
病
の
た
め
こ
の

会
に
参
加
し
て
お
ら
ず、
両
君
は
六
十
歳
を
越
え
て
い
る
が、
均

し
く

鑽
を
蓄
え
て
い
な
い
の
で、
こ
の
よ
う
に
い
う〉 。
画
境
は

胸
に
残
っ
て
お
り、

筆
勢
は
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ。
憐
れ
私
は
衰

え
る
こ
と
更
に
甚
だ
し
く、

酒
を
前
に
し
て
も
歌
を
成
さ
な
い。〕

劉
柄
照
は、
画
に
す
ぐ
れ
た
呉
昌
碩
お
よ
び
陸
廉
夫
(-
八
五
一

ー
一
九
二
0)
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が、
欠
席
と

知
り、

大
い
に
落
胆
し
て
い
る。
こ
の
時
（
前
述
の
朱
鋸
に
よ
る
亦

(42) 



愛
國
読
画
雅
集
の
初
回） 、

雨
山
は
出
席
し
て
お
り、

呉
昌
碩
は
欠

席
で
あ
っ
た
が、

同
じ
劉
柄
照
の
知
友
と
し
て、

会
う
機
会
は
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

＿―- 、

書
法
と
遺
民

た
だ、

前
述
の
よ
う
に、

当
時、

呉
昌
碩
は
蘇
州
に
住
ん
で
お
り、

上
海
に
は
時
お
り
出
て
来
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
で、

雨
山
と
の
親
密

な
交
際
は、

呉
昌
碩
が
上
海
に
移
住
し、

雨
山
の
隣
人
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
っ
た。

筆
者
は
す
で
に、

前
掲
の
拙
稿
「
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山」

で、
一

九―
一
年
夏 、

呉
昌
碩
が
上
海
に
移
住
し、
一
九―
二
年
に
愛
而
近

路
均
益
里
第
五
弄 、

つ
ま
り

雨
山
の
近
隣
に
引
っ
越
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り、

両
者
の
緊
密
な
交
際
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
考

証
し
た。

呉
昌
碩
は、

隣
人
と
な
っ
た
雨
山
を、
一
九―
二
年、

自
ら
の
パ

ト
ロ
ン
で
あ
る
周
夢
波
が
主
宰
す
る
消
寒
雅
集
（
消
寒
集） 、

激
浜

吟
社
（
泄
社）
に
参
加
さ
せ
る。

こ
れ
ら
の
詩
会
は、

辛
亥
革
命
を

き
っ
か
け
に、

い
わ
ば
遺
民
と
し
て
上
海
に
隠
棲
す
る
人
々
に
よ
る

も
の
で、

呉
昌
碩
は、

そ
の
長
老
的
存
在
で
あ
っ
た。

前
述
の
よ
う

に、

雨
山
は、

劉
姻
照
ら
と
共
に、

詩
社
活
動
を
し
て
い
た
の
で、

こ
れ
は、

周
夢
城
系
詩
社
と
劉
柄
照
系
詩
社
の
合
同
と
い
う
こ
と
に

(5)
 

も
な
っ
た。

ま
た、

呉
昌
碩
は、

雨
山
を
自
ら
が
社
長
を
つ
と
め
る
印
学
研
究

団
体
で
あ
る
杭
州
の
西
治
印
社
同
人
に
迎
え
て
い
る。

西
冷
印
社
は、

清
の
丁
敬
を
首
と
す
る
浙
派
を
再
興
す
る
た
め、

そ
の
子
孫
で
あ
る

丁
仁
ら
が
設
立
し
た
印
学
団
体
で
あ
る
が、

呉
昌
碩
が
参
画
し、

さ

ら
に
は
社
長
に
な
っ
た
こ
と
で、

文
人
趣
味
の
色
あ
い
を
強
め
て
い

た。

そ
う
い
っ
た
中
で、

築
刻
家
で
は
な
い
雨
山
の
加
入
は、

こ
の

方
向
性
を
よ
り

強
め
た
と
い
え
る。

さ
ら
に、
一
九―
二
年
夏 、

呉
昌
碩
は、

雨
山
に
自
蔵
の
「
長
生

未
央
塙
拓
本」

を
贈
り、
「
長
生
未
央
埠
拓
本
為
長
尾」

詩
（「
缶
鷹

詩』
巻
五 、
「
缶
鷹
集」

巻
二
所
収）
を
作
っ
て
い
る。

漠
塙
光
螢
螢 、

紅
癖
誰
刷
繍 ゜

況
寵
吉
翔
字、

復
宝
鹿
蝋
旧。

君
友
同
君
奇 、

持
贈
不
自
富。

長
生
未
央
文、

密
意
頌
好
寿
〈
二
字
見
覚
銘〉 。

缶
嵐
道
亦
在、

残
甍
抱
左
右。

永
寧
拓
双
行、

廿
字
類
史
描 ゜

赤
烏
認
八
分、

波
礫
謝
古
茂 ゜

竪
硯
誓
学
書、

有
得
徒
自
謬 ゜

君
詩
推
長
城 、

君
字
重
列
宿 ゜

以
薄
顔
虚
室 、

人
詩
両
勁
痩 ゜

(43) 



模
索
し
ま
た
模
索
す
れ
ば、

遠
く
か
ら
の
風
が
海
に
生
じ
る
は

ず。
摩
撃
復
摩
撃 、

長
風
生
海
寅 ゜

酔
眼
看
乾
坤 、

不
似
古
時
候 。

〔
漢
壊
に
光
を
放
つ、

紅
苔
を
誰
が
削
ろ
う
か。

ま
し
て
や
吉
祥
の
字
が
あ
り、

さ
ら
に
は
拓
が
旧
い
の
も
い
い。

君
の
友
は
君
と
同
じ
く

奇
特
で、

手
ず
か
ら
贈
り
自
ら
を
富
ま

せ
な
い。

長
生
未
央
の
文
は、

親
密
な
る
情
意
で
長
寿
を
た
た
え
る
〈
こ

の
二
字
は
鏡
銘
に
見
え
る〉 。

わ
が
缶
鷹
の
道
も
ま
た
こ
こ
に
あ
り、

残
甍
を
左
右
に
抱
え
て

い
る。漢

の
永
寧
の
塙
の
拓
は
二
行
で、

そ
こ
に
あ
る
「
廿」

字
は
描

文
に
類
す
る。

呉
の
赤
烏
の
薄
は
八
分
で、

そ
の
波
傑
は
古
茂
で
あ
る。

こ
れ
を
繋
っ
て
硯
に
し
て
学
書
を
誓
う
が、

い
た
ず
ら
に
自
己

流
に
な
り
が
ち
だ。

君
の
詩
は
長
城
を
も
推
す
ほ
ど
で、

君
の
字
は
星
座
を
重
ね
た

か
の
よ
う。

埠
の
拓
本
を
簡
素
な
部
屋
に
掛
け
れ
ば、

人
も
詩
も
共
に
勁
痩

と
な
ろ
う。

酔
っ
た
眼
で
天
地
を
見
れ
ば、

（
図
2)

ー
ニ）

古
の
時
と
は
異
な
る
よ
う
だ。〕

呉
昌
碩
与
長
尾
雨
山
「
長
生
未
央
壌
拓
本」

夏
／
「
墨
美』

（
壬
子
（一
九

第
十
吾方
よ
り）
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呉
昌
碩
は、

古
文
学
派
の
学
者
と
し
て、

ま
た、

築
刻
家
と
し
て、

陸
心
源
『
千
甍
亭
古
埠
図
釈」

な
ど
に
よ
り、

古
壊
を
学
び、

ま
た、

自
ら
も
蔵
し
て
い
た。

そ
ん
な
自
ら
の
蔵
品
の
う
ち、

漢
の
「
長
生

未
央
壊
拓
本」

を
雨
山
に
贈
っ
た
の
で
あ
る。

ま
た、

詩
中
で、

自

蔵
の
「
漢
の
永
寧
の
壊」
「
呉
の
赤
烏
の
塘」

に
つ
い
て
の
考
証
も

記
し
て
い
る。

こ
れ
は、

雨
山
に
不
足
す
る
「
勁
痩」

を
身
に
つ
け

さ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
で
あ
る。

呉
昌
碩
は、

詩
中
で、

雨
山
の
詩

を
「
長
城
を
も
推
す
ほ
ど」

と
し、

字
は
「
星
座
を
重
ね
た
か
の
よ

う」

と
絶
賛
し
て
い
る
が、

日
本
人
で
あ
る
が
ゆ
え
の
「
古
意」

と

「
質
撲」

に
基
づ
く
「
勁
痩」

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
て

い
た。

よ
っ
て、

そ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
る
自
ら
が、
「
長
生
未
央

壊
拓
本」

を
贈
る
こ
と
で、

雨
山
に
も
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る。

た
だ
し、

詩
の
最
後
で、

今
や
古
の
時
代
で
は
な

(44) 



く、

そ
ん
な
中、

古
埠
を
学
ん
で
い
る
自
分
も、

ま
た、

雨
山
に
そ

れ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
行
為
も、

も
は
や
守
旧
的
な
こ
と
で
し
か
な

い
と
歎
く
の
で
あ
る。

そ
の
二
年
後
の
一
九一
四
年
の
閏
五
月、

呉
昌
碩
は、

雨
山
の
帰

国
に
あ
た
り、
「
墨
梅
図」
（
長
尾
正
和、

鶴
田
武
良
『
呉
昌
碩」
．

一
九
七
六
・

講
談
社
所
収）
を
与
え、

詩
を
題
し
た。

蒸
身
映
天
水
奔
赴 、

天
上
尾
星
欲
東
渡 。

渥
涜
結
隣
坐
三
載、

数
典
談
詩
時
却
歩 。

羨
君
風
格
斉
晋
唐、

書
法
逍
勁
張
鍾
王。

意
造
不
学
東
披
狂 、

奇
石
蒼
寒
索
我
画 。

補
其
虚
壁
状
其
介、

未
許
抱
笏
顛
翁
拝 。

顛
翁
不
拝
石
点
頭 、

蔵
古
満
屋
書
満
楼 ゜

側
身
似
欲
随
校
讐 、

乾
坤
瀕
洞
変
益
大。

有
国
可
帰
真
可
賀 、

嵯
我
茅
屋
西
風
破 。

贈
無
長
物
詩
難
成、

佐
以
画
梅
君
性
情。

君
無
憶
我
君
且
行、

老
眼
只
粉
天
下
平。

長
尾
先
生
帰
国
有
日
癸 。

写
此
持
贈、

即
乞
両
正。

甲
寅
閏

五
月
幾
望 、

安
吉
呉
昌
碩 、

時
年
七
十
有一

。

〔
王
維
が
阿
倍
仲
麻
呂
の
帰
国
を
詠
じ
た
よ
う
に
大
海
亀
は
天
に

映
じ
て
水
は
目
的
地
へ
と
急
ぎ
流
れ、

天
上
の
尾
星
の
よ
う
な
長

尾
君
は
東
の
か
た
日
本
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る。

上
海
で
隣
人
と
な
っ
て
い
つ
と
は
な
し
に
三
年
に
な
り、

典
故

を
あ
げ
詩
を
談
じ
て
は
時
に
あ
と
ず
さ
り
し
た
も
の
だ。

う
ら
や
ま
し
い
こ
と
に
あ
な
た
の
風
格
は
晋
唐
の
人
の
よ
う
で、

書
法
の
力
強
さ
は
鍾
絲
・

王
義
之
よ
り
も
壮
ん
で
あ
る。

意
の
ま
ま
に
作
る
が
蘇
東
披
の
狂
態
は
学
ば
ず、

奇
石
の
蒼
寒

な
る
さ
ま
を
私
に
画
く
よ
う
求
め
る。

そ
れ
を
壁
に
掛
け
て
そ
の
敢
介
を
あ
ら
わ
し、

礼
服
を
着
た
米

苦
が
拝
す
こ
と
な
ど
許
し
は
し
な
い。

米
苦
が
拝
さ
な
け
れ
ば
石
は
う
な
ず
き、

古
物
を
蔵
し
て
家
に

満
ち
書
物
は
楼
に
満
つ。

二
人
し
て
校
勘
に
従
事
し
て
い
た
い
の
だ
が、

天
地
は
混
沌
と

し
て
変
乱
は
ま
す
ま
す
激
し
い。

帰
る
国
が
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き
で、

嘆
か
わ
し

く
も
我
が
茅
屋
は
西
風
に
吹
き
破
ら
れ
て
い
る。

餞
別
を
贈
ろ
う
に
も
良
い
も
の
が
な
く

詩
も
な
か
な
か
で
き
な

い
の
で、

補
い
の
た
め
画
梅
を
贈
る
の
は
あ
な
た
の
性
情
に
ふ
さ

わ
し
い
か
ら
だ。

あ
な
た
は
私
の
こ
と
な
ど
心
配
せ
ず
さ
あ
行
き
な
さ
い、

老
い

ぼ
れ
た
私
は
た
だ
天
下
の
平
ら
ぐ
の
を
望
む
の
み
だ。

長
尾
先
生
の
帰
国
が
間
も
な
く
と
な
っ
た。

こ
れ
を
画
い
て

手
づ
か
ら
贈
り、

詩
画
の
斧
正
を
乞
う。

甲
寅
(-
九一
四）

(45) 



詩
中
に、
「
上
海
で
隣
人
と
な
っ
て
い
つ
と
は
な
し
に
三
年
に
な

り」
と
あ
る
こ
と
か
ら、

呉
昌
碩
が
愛
而
近
路
に
移
っ
て
来
た
の
は

一
九―
二
年
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る。

呉
昌
碩
は
雨
山
の
詩
オ
に
敬

意
を
表
し、

書
法
を
ほ
め
る。

た
だ
し、

雨
山
の
書
法
は、

ほ
と
ん

ど
の
日
本
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に、

王
義
之
書
法
で
あ
り、

呉
昌

碩
の
正
鋒
に
基
づ
く

金
石
の
書
法
で
は
な
い。

そ
れ
で
も、

呉
昌
碩

は、

雨
山
の
整
然
と
し
て
き
ま
じ
め
と
も
言
え
る
害
法
を、

蘇
東
波

の
「
狂
態」

や
米
苦
の
奇
行
を
否
定
し
て
ま
で
も
称
え
る
の
で
あ
る。

そ
し
て
呉
昌
碩
は、

詩
の
後
半
で
世
の
変
乱
を
嘆
き、

雨
山
が

「
帰
る
国
が
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き」

と、

自
ら
が
国

を
無
く
し
た
遺
民
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る。

そ
の
後、

雨
山
は、

帰
国
前
に
中
国
を
め
ぐ
る
大
旅
行
に
出
か
け、

一
九一
四
年
の
冬 、

帰
国
の
直
前、

前
出
の
陸
廉
夫
が
「
海
浜
話
別

詩
画
巻」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵）
を
画
い
て
与
え、

こ
れ
に
呉
昌

碩
が
築
書
で
題
を
書
き、

旧
友
の
鄭
孝
宵
(-
八
六
0
|―

九
三

八）
お
よ
び
呉
昌
碩
が
跛
詩
を
書
い
て
い
る
（
後
に
李
瑞
清
(-
八

六
七
ー一

九
二
0)

も
跛
を
書
い
て
い
る） 。

こ
の
呉
昌
碩
跛
詩
を

見
よ
う。且

歌
東
波
展 、

言
開
北
海
尊 。

道
心
存
瓦
甍 、

滸
跡
績
昆
令 。

秋
水
新
詩
暁 、

愴
涙
古
月
痕 ゜

帰
奥
我
羨
汝、

軟
蕩
仰
天
門 。

甲
寅
冬
仲

雨
山
先
生
東
帰、

詩
以
言
別。

教
我
為
幸。

呉
昌
碩 ゜

〔
し
ば
し
蘇
東
波
の
よ
う
に
展
を
は
い
て
の
旅
を
休
め
ら
れ
よ、

こ
こ
に
孔
北
海
の
よ
う
に
知
己
を
も
て
な
す
酒
樽
を
開
け
よ
う。

あ
な
た
の
心
は
私
が
贈
っ
た
長
生
未
央
噂
に
あ
り、

そ
の
滸
跡

は
西
の
か
た
昆
命
ま
で
を
も
彩
ら
れ
た。

秋
の
出
水
は
詩
塊
を
新
た
に
し、

浪
る
愴
海
は
月
影
を
古
に
す

る。

四 、

共
通
す
る
思
い

(46) 



詩
中
に
見
え
る
「
道
心
存
瓦
甍」

は、
「
荘
子』
「
知
北
遊
篇」

に

見
え
る、

瓦
甍
の
よ
う
な
も
の
に
も
道
が
そ
な
わ
る
と
い
う
一
節
に

基
づ
い
て
い
る
が、

こ
こ
で
は、

自
ら
の
心
が
瓦
甍
つ
ま
り

古
薄
に

輝 沿 1g i, m愚 さ
あ
帰
り
な
さ
い
私
は
あ
な
た
が
羨
ま
し
く、

ほ
し
い
ま
ま
に

宮
門
を
仰
ぐ。

甲
寅
(-
九一
四）

冬
仲
（
旧
暦
十一
月）

雨
山
先
生
が
東
に
帰
る
の
で、

詩
で
も
っ
て
別
れ
を
言
う。

お
教
え
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る。

呉
昌
碩 。〕

（
図
4)
「
海
浜
話
別
詩
画
巻」

呉
昌
碩
題
お
よ
び
跛
（
京
都
国
立
博

物
館
蔵
（
長
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）
／
I

中
国
近
代
絵
画
と
日
本』
よ
り）

あ
る
こ
と、

そ
し
て、

そ
の
古
埠
つ
ま
り
「
長
生
未
央
埠」

を
雨
山

に
贈
っ
た
こ
と、

す
な
わ
ち
雨
山
と
の
親
密
な
交
誼
が
始
ま
っ
た
こ

と
を
述
べ、
「
滸
跡
は
西
の
か
た
昆
令
ま
で」

と、

雨
山
の
帰
国
前

の
大
旅
行
を
述
べ
て、

雨
山
と
の
出
会
い
と
別
れ
ま
で
を
言
う。

そ

し
て
末
尾
で
ま
た
帰
る
国
が
あ
る
雨
山
を
羨
ま
し
い
と
し、
「
ほ
し

い
ま
ま
に
宮
門
を
仰
ぐ」

と
述
べ
て
清
朝
遺
民
で
あ
る
こ
と
を
表
明

す
る。

も
と
よ
り、

こ
う
い
っ
た
表
明
は、

雨
山
が
真
の
知
己
な
れ

ば
こ
そ
で
あ
ろ
う。

雨
山
の
帰
国
後、

二
人
は
手
紙
で
詩
書
の
や
り
と
り
を
し、

雨
山

が
主
宰
す
る
寿
蘇
会
な
ど
に
は、

呉
昌
碩
は
書
画
を
送
っ
て
い
る。

雨
山
は、

呉
昌
碩
を
日
本
に
紹
介
す
べ
く、

高
島
屋
美
術
部
で
呉
昌

碩
の
展
覧
会
を
本
格
的
な
個
展
に
限
っ
て
も
計
三
回
開
き、

そ
れ
ら

の
図
録
に
序
を
寄
せ
て
い
る
（
雨
山
と
寿
蘇
会
を
共
に
主
宰
し
た
富

岡
謙
蔵
(-
八
七――-
|―

九一
八）
の
父
・

富
岡
鉄
斎
(-
八
二
七

ー一
九
二
四）
の
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
で
の
教
え
子
で
あ
る
谷
上

(

6
)
 

隆
介
が
高
島
屋
美
術
部
の
部
長
を
し
て
い
た） 。
こ
れ
ら
図
録
の
序
は、

呉
昌
碩
の
人
と
芸
術
の
本
質
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

描
い
て
お
り、

呉

昌
碩
理
解
の
た
め
の
最
も
す
ぐ
れ
た
文
献
と
な
っ
て
い
る。

ま
ず、
一
九
二
二
年
に
開
催
さ
れ
た
「
呉
昌
碩
書
画
新
作
展」

の

図
録
・

谷
上
隆
介
編
輯
兼
発
行
「
缶
翁
墨
戯」
(-
九
ニ
ニ
・

高
島

屋
呉
服
店
美
術
部）
の
序
の
冒
頭
で、

雨
山
は
呉
昌
碩
を、

(47) 



缶
崖
先
生
者、

清
季
高
士
也。

〔
缶
崖
（
呉
昌
碩）

先
生
は、

清
末
の
高
士
で
あ
る。〕

と
し
て、

呉
昌
碩
を
清
の
人
と
し、

遺
民
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
謳
っ

て
い
る。

そ
し
て、

辛
壬
以
来、

屏
跡
海
隅 、

寄
興
幽
深、

敢
介
忠
憤 、

情
形
乎
辞、

如
読
宋
遺
民
詩。

有
客
語
及
時
事、

轍
云
我
大
聾
也、

黙
不
復
答、

人
悲
其
志
失 。

〔
辛
壬
(-
九―
―

‘
―
二
年）
以
来、

海
浜
（
上
海）
に
隠
棲

し、

情
趣
を
奥
深
い
と
こ
ろ
に
寄
せ、

敢
介
の
思
い
や
忠
義
か
ら

の
憤
り
が、

言
葉
と
な
っ
て
表
れ
て、

宋
の
遺
民
詩
を
読
ん
で
い

る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た。

客
が
社
会
情
勢
に
話
し
及
ん
で
も、

す

ぐ
私
は
大
聾
で
あ
る
と
言
い、

黙
し
て
再
び
答
え
ず、

人
は
そ
の

志
を
せ
つ
な
く

思
っ
た
も
の
だ。〕

(

7
)
 

と
述
べ、

呉
昌
碩
の
所
謂
「
胸
中
不
平
の
気」

を
代
弁
し
て
お
り、

知
己
た
る
雨
山
の
呉
昌
碩
へ
の
深
い
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
に
続
く、

一
九
二
六
年
開
催
の
「
呉
昌
碩
先
生
新
作
書
画
展

覧」

の
図
録
・

堀
喜
二
編
輯
兼
発
行
『
缶
麿
近
墨」
(-
九
二
六
・

高
島
屋
呉
服
店
美
術
部）
の
序
で
も、

国
変
以
後、

唯
書
甲
子、

人
以
比
陶
彰
沢 。

其
志
趣
度
越
於
流

俗 ゜〔
辛
亥
の
国
変
以
後、

国
号
を
書
か
ず
に
千
支
だ
け
を
記
し、

人

は
陶
彰
沢
（
淵
明）
に
な
ぞ
ら
え
た。

そ
の
心
馳
せ
は
世
俗
を
超

越
し
て
い
る。〕

と
記
し、

遺
民
で
あ
る
こ
と
が
呉
昌
碩
の
高
潔
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う。

そ
し
て、
一
九
二
八
年、

呉
昌
碩
歿
後
に
開
催
さ
れ
た
「
呉
昌
碩

遺
墨
展」

の
図
録
・

堀
喜
二
編
輯
兼
発
行
「
缶
麿
遺
墨
集』
(-
九

ニ
八
・

高
島
屋
呉
服
店
美
術
部）
の
序
で
は、

呉
昌
碩
と
の
名
残
の

語
ら
い
を
述
べ
る。

顧
甲
寅
歳 、

予
与
先
生
話
別
激
浜 。

先
生
懐
送
別
詩
来、

執
予

手
云 、

君
遠
去
突 、

僕
既
老
癸 、

恐
不
可
再
見
癸 、

言
未
畢
而
双

涙
並
下。

予
亦
掩
面
戯
欲 。

後
毎
雁
魚
往
来、

轍
約
重
昭 、

今
也

則
亡 、

榔
筆
翻
然゚

〔
思
い
返
せ
ば
甲
寅
の
年
(
-
九
一
四） 、

私
は
先
生
と
漱
浜

（
上
海）
で
名
残
の
語
ら
い
を
し
た。

先
生
は
送
別
の
詩
を
懐
に

し
て
来
て、

私
の
手
を
執
り、
「
君
は
遠
く

去
っ
て
し
ま
う
が、

私
は
す
で
に
老
い
て
お
り、

恐
ら
く
は
再
び
会
え
は
し
ま
い」
と、

言
い
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
両
の
眼
か
ら
涙
が
流
れ
た。

私
も
ま
た
顔

を
覆
っ
て
す
す
り

泣
い
た。

そ
の
後、

手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
り、

再
会
を
約
し
て
い
た
が、

今
や
そ
の
機
会
は
失
わ
れ、

筆
を
榔
っ

て
胸
ふ
さ
い
で
い
る。〕

つ
ま
り、

こ
れ
ら
三
つ
の
序
に
は、

遺
民
た
る
が
ゆ
え
に、
「
胸

(48) 



中
不
平
の
気」

を
有
す
る
呉
昌
碩
と、

雨
山
自
身
の
深
い
心
の
つ
な

が
り
が、

切
実
た
る
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る。

こ
の
呉
昌
碩
と
の
つ

な
が
り
の
根
底
に
は、

雨
山
自
身
が
有
す
る
「
胸
中
不
平
の
気」

が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

雨
山
の
「
胸
中
不
平
の
気」
と
は、

無
実
の

罪
で
東
京
高
師
を
辞
職
し、

上
海
に
流
寓
す
る
と
い
う
不
本
意
か
ら

発
せ
ら
れ
て
い
る。

雨
山
の
「
胸
中
不
平
の
気」
を
如
実
に
表
し
た
詩
に
「
五
十
自
嘲」

詩
（
長
尾
尚
正
編
輯
兼
発
行
「
元
悶
室
手
沢」
・

一
九
四
ニ
・

私
刊

(8)
 

本
所
収）
が
あ
る。

読
書
畏
誉
如
畏
毀 、

寧
甘
嵯
詑
勝
柾
己。

汗
漫
江
湖
敢
自
豪 、

異
郷
薙
鑢
聯
復
美 。

乞
食
行
歌
白
日
莫 、

散
髪
酔
倒
睡
呉
市 。

故
歩
踊
躙
起
又
顛 、

傍
人
指
笑
未
知
恥 ゜

妻
児
引
裏
掩
面
走 、

似
怨
葉
帳
冷
故
里 。

計
疎
空
悔
不
学
稼 、

三
径
就
荒
瀬
復
理。

流
年
半
百一
無
為、

人
嘲
来
日
亦
復
邪 ゜

笑
壼
貯
詩
無
補
世、

白
頭
猶
与
餓
寒
俺 ゜

昨
非
今
是
任
人
算 、

得
失
寸
心
独
自
侍 。

愛
生
只
好
学
瓦
全、

抱
朴
不
須
借
青
紫 。

五
十
自
嘲 、

癸
丑
菊
月
十
八
日、

家
人
作
予
生
日、

酔
後
書

此 。

雨
山
長
尾
甲 、

時
客
申
江 ゜

〔
学
問
を
し
て
誉
め
ら
れ
る
の
を
畏
れ
る
こ
と
毀
ら
れ
る
の
を
畏

れ
る
よ
う
に
し、

む
し
ろ
不
遇
に
甘
ん
じ
て
己
の
道
を
柾
げ
る
こ

と
に
勝
つ
ほ
う
が
い
い。

江
湖
に
放
浪
す
る
の
を
あ
え
て
誇
り
と
し、

異
郷
で
故
郷
を
思

う
の
も
と
り
あ
え
ず
は
ま
た
い
い
も
の
だ。

伍
子
宵
の
よ
う
に
乞
食
し
行
歌
し
て
日
が
暮
れ、

散
ら
し
髪
で

酔
っ
て
倒
れ
呉
市
に
睡
る。

も
と
の
歩
み
で
よ
ろ
め
い
て
起
き
て
は
ま
た
倒
れ、

傍
ら
の
人

は
指
さ
し
て
笑
う
が
恥
を
知
ら
な
い。

妻
や
子
供
は
家
に
引
き
入
れ
顔
を
覆
っ
て
立
ち
去
り、

家
族
を

顧
な
い
こ
と
を
恨
ん
で
い
る
よ
う
だ。

処
世
に
疎
く
い
た
ず
ら
に
農
耕
を
学
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や

み、

陶
淵
明
の
い
う
三
径
が
荒
れ
て
い
よ
う
と
整
え
る
の
も
憶
い。

五
十
歳
に
な
っ
て
も
一
っ
と
し
て
成
し
遂
げ
た
も
の
が
な
く、

人
は
こ
れ
か
ら
も
こ
ん
な
も
の
だ
と
嘲
る。

ど
う
し
て
書
き
た
め
た
詩
を
世
に
問
い
た
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ

う、

だ
が
白
髪
頭
に
な
っ
て
も
な
お
飢
え
と
寒
さ
が
寄
り

添
っ
て

い
る。陶

淵
明
の
い
う
よ
う
に
官
を
辞
し
た
方
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か

は
人
の
見
方
に
任
せ
る
が、

杜
甫
の
い
う
よ
う
に
作
品
に
込
め
る

甘
苦
得
失
は
ひ
と
え
に
自
ら
が
負
う
も
の
だ。
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雨
山
は
帰
国
後、

書
画
を
繋
い
で
生
計
を
立
て
た
が、

会
心
の
作

で
な
け
れ
ば
呉
昌
碩
か
ら
与
え
ら
れ
た
刻
印
を
用
い
な
か
っ
た
と
い

む
す
び
に
か
え
て

生
を
惜
し
ん
で
体
面
を
か
ま
わ
ず
生
き
延
び
る
す
べ
を
学
ば
ざ

る
を
得
な
い
が、

素
志
を
貫
い
て
顕
責
に
頼
る
よ
う
な
こ
と
は
な

、。し

五
十
の
自
嘲 、

癸
丑
(-
九一
三
）

菊
月
（
旧
暦
九
月
）

十
八
日、

家
人
が
私
の
誕
生
祝
を
し
て
く
れ、

酔
っ
た
後
に

こ
れ
を
書
い
た。

雨
山
長
尾
甲 、

時
に
申
江
（
上
海
）

に
客

居
し
て
い
る。〕

（
図
5)

長
尾
雨
山
「
五
十
自
嘲」

詩
（『
元
悶
室
手
沢
l

よ
り）

4
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瓜
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岱
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合ぺ
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ル
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劣
中＇
江餐

e

こ
の
雨
山
の
自
嘲
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
「
胸
中
不
平
の
気」

は、

あ
る
べ
き
官
を
な
く
し
た
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る。

こ
れ
は
不
遇
の

上
に、

あ
る
べ
き
国
ま
で
な
く
し
た
呉
昌
碩
の
思
い
と
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

I - . I 

(

9
)
 

う。

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
老
梅
図」
（
筆
者
自
蔵
）

に
も
呉
昌
碩
の

刻
印
（「
長
尾
甲」

白
文
印
・「

石
隠」

朱
文
印
・「

雨
山
居
士」

朱

文
印
）

が
捺
さ
れ
て
お
り、

会
心
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

こ

の
題
詩
を
読
ん
で
み
る。

千
尺
寒
嶺
古
渭
陸 、

老
梅
臨
水一
枝
垂 ゜

山
中
無
客
問
消
息 、

開
落
従
来
祗
自
知。

〔
千
尺
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
寒
々
と
し
た
山
の
峰
が
古
渭
と
い
う

辺
境
の
地
に
そ
び
え
て
お
り、

そ
こ
に
老
梅
が
水
に
面
し
て
一
っ
枝
を
垂
ら
し
て
い
る。

山
の
中
に
は
こ
の
老
梅
の
こ
と
を
聞
き
に
来
る
人
な
ど
お
ら
ず、

花
の
開
落
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
た
だ
老
梅
自
身
が
知
っ
て
い
る
だ

け
な
の
だ。〕

（
図
6)

長
尾
雨
山
「
老
梅
図」
（
筆
者
自
蔵）

! � f t :, 'f  
和 ず R: ' � , .\- 1-t 、·-；； 3c 1-i 
笠 心 劣
1 ,-t jあ

ふ ,,t
凶 ふ

� 

斉> '

〗:、

雨
山
は、

自
ら
を、

辺
境
に
あ
っ
て
誰
に
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く

花
を
咲
か
せ、

散
ら
し
て
い
る
老
梅
に
喩
え
て
い
る。

こ
れ
こ
そ
が、

帰
国
後
の
雨
山
の
自
照
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。
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そ
し
て、

こ
の
自
照
に
呉
昌
碩
か
ら
与
え
ら
れ
た
印
を
捺
し、

呉

昌
碩
と
通
い
合
う
思
い
を
共
有
し
た
の
で
あ
る。

注

(
1)

長
尾
雨
山
『
中
国
書
画
話」
(-
九
六
五
・

筑
摩
書
房）
「
著
者
略
歴」

明
治
二
二
年
(
-
八
八
九）
の
項
に
「
東
京
美
術
学
校
教
授
兼
務」

と

あ
る
が、

東
京
芸
術
大
学
総
合
ア
ー

カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
千
鶴
子

氏
に
よ
る
と 、

今
で
い
う
非
常
勤
講
師
の
立
場
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で、

こ
こ
で
は
「
講
師」
と
し
て
お
い
た。

(
2)

長
尾
雨
山
と
教
科
書
疑
獄
事
件
に
つ
い
て
は、

樽
本
照
雄
「
清
末
小

説
閑
談」
(-
九
八
三
・

法
律
文
化
社） 、

同
「
初
期
商
務
印
書
館
研
究

増
補
版』
（
二
0
0
四
•

清
末
小
説
研
究
会）
参
照。

(

3
)

劉
柄
照
「
復
丁
老
人
詩
記」
(-
九
0
八
・

私
刊
本）
に
よ
る。

長
尾

雨
山
の
上
海
に
お
け
る
詩
社
創
設
お
よ
び
詩
会
参
加
に
つ
い
て
は、

筆

者
に
よ
る
口
頭
発
表
「
長
尾
雨
山
が
上
海
で
参
加
し
た
詩
会
に
つ
い

て」
（
二
0一
三 、
一
0 、

三
・
日
本
中
国
学
会
第
六
五
回
大
会
・

秋

田
大
学） 、

お
よ
び
同
発
表
を
ま
と
め
た
論
文
「
長
尾
雨
山
が
上
海
で

参
加
し
た
詩
会
に
つ
い
て
l

(『
日
本
中
国
学
会
報』

第
六
十
六
集
・

ニ

0一
四
掲
載
決
定
済）
で
論
じ
た。

(
4)
劉
姻
照
「
無
長
物
斎
詩
存』
(-
九
0
八
・

私
刊
本）
に
よ
る。

(

5
)

こ
の
こ
と
に
関
し、

長
尾
雨
山
の
胸
中
に
大
い
な
る
葛
藤
が
あ
っ
た

こ
と
を、

前
出
の
口
頭
発
表
「
長
尾
雨
山
が
上
海
で
参
加
し
た
詩
会
に

つ
い
て」

で
論
じ
た。

(

6
)

長
尾
雨
山
が
高
島
屋
で
の
呉
昌
碩
展
覧
会
に
果
た
し
た
貢
献
に
つ
い

て
は、

拙
稿
「
呉
昌
碩
と
高
島
屋」
（
二
0
0
五
初
出
／
拙
著
「
呉
昌

碩
研
究」
・

ニ
0
0
九
・

研
文
出
版
所
収）
で
論
じ
て
い
る。

(

7
)

呉
昌
碩
同
郷
の
詩
友
で
あ
る
施
浴
升
は、

呉
昌
碩
の
詩
集
『
缶
厖
詩」

序
文
の
中
で、
一
吾
友
呉
子
倉
碩 、

性
孤
蛸 、

有
オ
未
遇 、

以
簿
尉
待

次
呉
下 。

其
胸
中
鬱
勃
不
平
之
気 、
一
皆
発
之
於
詩 。
〔
わ
が
友
の
呉

昌
碩
は、

生
ま
れ
つ
き
心
が
厳
し
く

世
俗
と
合
わ
な
い
の
で、

オ
能
が

あ
る
の
に
不
遇
で、

下
級
役
人
を
し
な
が
ら
蘇
州
で
正
当
な
官
に
選
任

さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る。

そ
の
胸
中
に
鬱
積
し
た
不
平
の
気
は、

ひ

と
え
に
み
な
詩
に
あ
ら
わ
れ
出
て
い
る。〕」
と
述
べ
て
い
る。

(

8
)

こ
の
詩
に
つ
い
て
は、

杉
村
邦
彦
「
上
海
時
代
の
長
尾
雨
山
の
翰
墨

生
活一
斑
ー

五
十
自
嘲
詩
と
播
存
臨
鄭
文
公
下
碑
跛
」
（
書
学
書
道

史
学
会
編
「
書
学
書
道
史
論
叢
／
20
11J
・

ニ
0―
-
．

萱
原
書
房
所

収）
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る。

(

9
)

松
丸
東
魚
編
輯
「
呉
昌
碩
印
譜
第
二
集』
(-
九
五
六
・
白
紅
社）

所

収
「
解
説」

に、
「（
長
尾
雨
山）

先
生
は
呉
翁
の
刻
印
を
非
常
に
大
切

に
さ
れ、

会
心
の
作
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
さ
う
で、

又 、

使
用
後
は
真
綿
の
如
き
も
の
で
町
摩
に
こ
れ
を
拭
つ
て
お
か
れ
た

と
も
聞
い
て
居
る」
と
あ
る。
な
お
こ
の
「
解
説」
は、

松
丸
東
魚
著
・

松
丸
啓
子
編
『
東
魚
文
集」
(
-
九
七
七
•

松
丸
道
雄）
に
再
録
さ
れ
て

い
る。本

稿
は、

平
成
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三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
(
C)）

「
呉
昌
碩
と
日
本
人
士」
（
研
究
代
表
者
松
村
茂
樹
課
題
番
号
2
3
5

2
0
1
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 o)
に
よ
る
研
究
成
果
の一
部
で
あ
る。
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